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日帰り旅行における現地滞在可能時間の都市比較

現地滞在可能時間地図
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移動時間の短縮により多くの都市間で日帰り旅行が可能になっているが、現地滞在できる最長時間（現地滞在可

能時間）の長さが間発地と目的地の組み合わせにより大きく異なる。本研究は47都道府県庁所在地聞の日帰り

旅行に注目し、47×46=2162経路の現地滞在可能時聞を分析した。その結果、那覇発→鳥取行きの 1経路を除く

2161経路で日帰り旅行が可能であること、 早朝に羽田空港アクセスできる関東の都県庁所在地を同発地とする

現地滞在可能時聞が長くなること、そして航空路線に依存する札幌市や那覇市を発泊する現地滞在可能時聞が

短くなることを明らかにした。

キーワード： 日帰り、滞在時間、公共交通、都市比較

1. はじめに 早く、 大阪駅への日帰り旅行に比較して約4時間も現

近年、高速交通機関網の発展により短時間で国内を 地術主可能時聞が短い。この原因は新宿と大阪は新幹

移動することが可能になっている。高速鉄道網におい 線の多頻度交通で結ぼれているが、新宿と松江の聞の

ては 1973年に策定された整備新幹線計画 I）により北 運行頻度州島、空路に頼っていることによる。

陸新幹線開通（2015年開業）や北海道新幹線（2016年 交通機関の移動時間4）や運行頻度 5）の可視化の報告

開業）などが整備され、航空路においても 2009年の静 はあるが、現地府主可能時間の可視化は未だ実現され

岡空港開港や 2010年の茨城空港の民間共用開始など ていない。本研究では、47都道府県庁所在地の聞を日

で手軽に速く移動することが可能になっている。その 帰り旅行する場合の現地滞在可能時間を出発地および

結果、圏内の主要都市は概ね3時間以内の移動時間で 現地ごとに算出しレーダーチャート化することで、日

結ばれ日帰り旅行の割合も増加している2，九

日帰り旅行では、現地に滞在できる時聞が限られて

おり、その長短が旅行者にとっては重要な要素で、ある。

衛生時間を最大化するためには、出発地（都市A）を

始発の公共交通機関で出発し、現地（都市B、目的地）

に滞在した後に最終で都市Aに戻る必要があり、これ

を都市Bに滞在できる現地滞在可能時聞とした。

現地滞在可能時間は移動時間の長さと交通機関の

運行頻度に影響を受ける。近年、移動時間の短縮化に

より移動時間自体差は少なくなっているが、交通機関

の運行頻度の差により現地滞在可能時聞が大きく異な

っていることがある。 調査例として新宿駅発大院駅行

きと新宿発松江駅行きの現地滞在時間の違いを図一l

に示す。松江駅への日帰り旅行では復路の最終時刻が

帰り旅行がしやすい都市の組み合わせを明らかにした。

さらに現地滞在可能時間の合計時間により47都道府

県庁所在地の都市比較（ランキング）を行うことで日

本全体の日帰り旅行の現状に関する知見が得られたの

で報告する。
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園－ 1 現地滞在可能時間の概念と都市比較
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2. 研究対象と研究方法

(1)調査の対象都市と調査駅

出発地（都市A）と現地（都市B）として47都道府

県の県庁所在地を選び、それぞれの都市を代表する駅

を出発駅および現地駅とした。ただし、さいたま市は

市庁舎に近い浦和駅、東京都は東京都庁に近い新宿駅、

大阪市は大阪駅、鹿児島市は鹿児島中央駅、那覇市は

ゆいレールの県庁前駅とした。

α）調査方法

47都道府県庁所在地（都市A）の出発駅を始発の

公共交通機関で出発し、都市Bの現地駅に滞在した後

に最終で者日市Aに戻る日帰りを想定し、都市Bに滞在

できる最大時間である現地滞在可能時間を 47×

46=2162通りについて算出した。本研究の日帰りとは

公共交通機関の営業時間内に戻れる移動を示し、到着

が深夜 24時をすぎても日帰りとする。公共交通機関

ダーチャートを現地滞在可能時間地図とする。例とし

て図 2に新宿発の現地滞在可能時間地図を示す。こ

のレーダーチャートは、中心が0時間で最外周が24時

間を表し中心からの長さが時間の長さを示している。

グラフを読み取りやすくするために2時間毎の同心円

の補助線がかかれている。さらにこのレーダーチャー

トは三色に塗り分けられており中心部分のオレンジ色

の部分が現地滞在可能時間を示し、そのすぐ外側に水

色の部分が往復移動時間を示している。その外側の塗

られていないエリアは始発までの時間および出発地に

到着したあとの時間を示す。

二つ目は、各都市から園内各地へのアクセスのしや

すさを測る指標として 47都市それぞれの滞在可能時

間の合計値を表す合計滞在可能時間を導入した。具体

的に説明すると札幌発の合計滞在可能時間は次の式で

計算する。尚、出発地の滞在時間も 24時間で計算をす

の運行時刻は JTB時刻表（第九三巻第十号）めを参照 る。

し、 2017年 10月 11日の時刻を用いた。 （札幌の合計滞在可能時間）二（本L幌の滞在可能時間

ω）分析と表現の方法 ←24時間））＋（青森許了きの滞在可能時間）＋（盛岡

分析は二つのグラブによる可視化で

一つ目はま、都市ごとの現地滞在可能時間を示すレ一 在可能時間）＋（那覇行き滞在可能時間）

ダーチャートを作成し可視化をおこなったO このレー

総山市

札幌着
(1）外側が時間長い

京邸市
大津市 津市

(4）面積が出発地のアクセスの良さを表す

合計滞在可能時間

＝各47都市の現地滞在可能時間の合計

図－ 2 現地滞在可能時間地図（v-ダーチャート）
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は札幌市の 17162分（286時間 2分）で那覇市と同様

に新宿の半分以下である。両市は共に他の都市から遠

く離れており、運行頻度が低い空路を多用するために

合計現地滞在時間が短くなっている。
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図－4 合計滞在可能時間ランキング

(3）短い現地滞在可能時聞の経路

2162経路の日帰り旅行を個々に分析すると日帰り

旅行が不可能なのは那覇発→鳥取行きの 1経路である

ことがわかった。言い換えると那覇発→鳥取行きの現

地滞在可能時間は0分である。

逆向きの移動である那覇発→鳥取行きも現地滞在

可能時間で 38分と大変短く、那覇と鳥取のアクセス

は相互に良くない。この原因は、鳥取県の空港（鳥取

空港と米子空港）と那覇空港の直行便が無く羽田空港

経由便に頼っていることによる。

現地滞在可能時間が 1時間以内と短い経路3経路が

ある。一つ目は盛岡発→鳥取行きで4分である。盛岡

駅を始発の新幹線で羽田空港へ向かうと鳥取空港行き

の始発便と第2便が出発した後の到着になり午後発の

第3便での移動になるために現地滞在可能時聞が短く

なっている。二つ目は那覇発→山形行きの22分、三つ

目は前述の鳥取発→那覇行きの38分である。

鳥取空港は、大阪と昼間在的に近いために関西3空港

（大阪空港、関西空港、神戸空港）との聞の便はなく

羽田空断主由に依存している。羽田と那覇との聞には

多くの便があるが、那覇を 17:00-19:00に離陸する便が

少ないために乗り継ぎがスムーズでないことに原因が

ある。いずれの場合も運行ダイヤの調整で改善する余

地はある。日帰り不可能な経路を含めた4つの経路が

那覇か鳥取が関係していることも注目される。

4. おわりに

本研究は日帰り旅行の利便牲を示す指標として現

地滞在可能時間を提案した。47都道府県県庁所在地聞

の 2162経路の日帰り旅行を分析しレーダーチャート

や合計時間ランキングで可視化し、以下の知見を得た。

①合計現地滞在時間のトップは新宿区、最下位は那

覇市で、あった。

②羽田空港へのアクセスが活用できる関東の都市が

合計現地滞在時間の上位を占める。

③日帰り不可能なのは那覇発→鳥取行き 1経路のみ

で、あったO 鳥取県内の空港と那覇空港の直行便が

無く経由便の乗り継ぎが良くないことによる。
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